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リーディング会員紹介

リコージャパン株式会社 岐阜支社

リコージャパンでは、2018年4月よりSDGsに取り組み始め、岐阜支社でも2019年3月にSDGsに対応

した新たな社屋を開所して以降、500社以上のお客様にご来場いただき、SDGsの発信をしてきました。

2020年6月に県主催の「清流の国ぎふ」SDGs推進セミナーでの講演をきっかけとして、県内の企業と

協力してSDGsの目標達成に取り組みたいと考え、今回の応募に至りました。

LiveOffce「ViCreA」を通じた見学者の受入れや、情報誌「TSUNAGU（つなぐ）」での定期的な

情報発信に加え、県内企業・団体と連携しながら、SDGs達成に向けた取組みを進めていきます。

SDGsの取組みをいち早く始め、多くの皆様にSDGsを体感いただく場としてLiveOffice「ViCreA」に

来場いただいており、弊社の取組紹介や意見交換を行っています。今後も、「清流の国ぎふ」SDGs推進ネット

ワークの拠点として、ぜひ皆さんにもご活用いただきたいと考えております。

主な目標

今後の活動予定

応募のきっかけ

ＳＤＧｓに関する主な取組み内容

会員からのメッセージ

所在地 〒501-0115 岐阜県岐阜市鏡島南2-13-3

創業 1959年５月 代表 支社長 藤原 晋治

従業員数 18,887名（岐阜支社 146名） 業種 各種商品卸売業

ホームページ https://www.ricoh.co.jp/sales/about/sustainability

基本情報

詳細は
こちら

リコージャパンでは、事業を通じた社会課題の解決を目指し、デジタルサービスの提供によるお客様の

「“はたらく”の変革」の実現と医療・教育、地域サービスの質の向上に取り組んでいます。

中でも岐阜事業所は「はたらく人と環境にやさしいオフィス」をコンセプトに、LiveOffice「ViCreA

（ヴィクレア）岐阜」として2019年3月にオープン。県内のみならず日本全国の来場者に向け、積極的に

社内実践を発信しています。また教育機関や企業、NPO等とも連携し、地域の課題解決にも努めています。

【脱炭素に向けた岐阜事業所の取組み】

使用に加え、蓄電装置とEV(電気自動車）

に余剰電力として蓄電することで、荒天

や災害時でも安定した電力供給を実現。

太陽光発電や照明・空気制御システムにより、実質78％の

省エネを達成。太陽光発電で創出された電力は事業活動での

岐阜事業所の外観 オフィスで働く様子


